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○議長（熊谷雅幸） おはようございます。 

ただいまの出席議員は９名であります。 

５番金安議員から欠席届が出されておりますので、御了承願います。 

これより、令和６年第３回蘭越町議会臨時会を開催いたします。 

た だ ち に 本 日 の 会 議 を 開 き ま す 。  

説 明 出 席 者 に つ き ま し て は 、 名 簿 を お 手 元 に 配 布 し て お り ま す の で 、 御

了 承 願 い ま す 。  

 

○議長（熊谷雅幸） 日 程 第 １ 、 会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 を 行 い ま す 。  

会 議 録 署 名 議 員 は 会 議 規 則 第 １ ２ ５ 条 の 規 定 に よ り 、 １ 番 佐 々 木 議 員 、

２ 番 北 山 議 員 を 指 名 い た し ま す 。  

 

○議長（熊谷雅幸） 日 程 第 ２ 、 会 期 の 決 定 を 議 題 と い た し ま す 。  

議 会 運 営 委 員 長 か ら お 諮 り 願 い ま す 。  

９ 番 栁 谷 議 員 。  

 

○ ９ 番 （ 栁 谷 要 ）  皆 さ ん お は よ う ご ざ い ま す 。  

令 和 ６ 年 第 ３ 回 蘭 越 町 議 会 臨 時 会 の 開 会 に 当 た り ま し て 、 議 会 運 営 委 員

会 の 決 定 事 項 を お 知 ら せ い た し ま す 。  

会 期 は 本 日 １ 日 間 と い た し ま す 。  

日 程 に つ き ま し て は 、 皆 様 に お 配 り し て お り ま す 日 程 表 の と お り 行 い た

い と 思 い ま す の で 、 議 長 よ り 、 よ ろ し く お 取 り 計 ら い の ほ ど を お 願 い を い

た し ま す 。  

以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  お 諮 り し ま す 。  

た だ い ま 議 会 運 営 委 員 長 か ら お 諮 り の と お り 、 本 臨 時 会 の 会 期 は 、 本 日

１ 日 間 と い た し ま す 。 こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 会 期 は １ 日 間 と す る こ と に 決 定 し ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ３ 、 町 長 の 行 政 報 告 及 び 提 案 理 由 の 大 綱 説 明

を 願 い ま す 。  

金 町 長 。  
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○ 町 長 （ 金 秀 行 ）  お は よ う ご ざ い ま す 。  

第３回蘭越町議会臨時会を招集しましたところ、大変御多用の中、議員の皆

様方の御出席をいただきまして、本臨時会が開催できますことを、まずもって

お礼を申し上げたいと存じます。 

第２回蘭越町議会定例会が開催されました、６月２０日以降の行政報告について

は、お手元に資料としてお配りしておりますが、詳細をお知らせしたい行事等に

ついて、口頭で報告を申し上げます。 

３ ペ ー ジ 、 ７ 月 １ ６ 日 、 火 曜 日 、 １ ３ 時 １ ０ 分 か ら 、 こ の 日 は 災 害 対 策

本 部 運 営 訓 練 を 、 役 場 ３ 階 会 議 室 で 実 施 を し て お り ま す 。  

近 年 、 全 国 各 地 で 地 震 の 発 生 や 集 中 豪 雨 、 突 風 、 竜 巻 な ど の 異 常 気 象 が

頻 発 し 、 災 害 の な い 本 町 に お い て も 、 今 後 、 地 震 、 津 波 、 洪 水 、 土 砂 災 害

な ど の 発 生 が 予 見 さ れ る こ と か ら 、 い か に 迅 速 、 適 切 に 災 害 対 策 本 部 を 立

ち 上 げ 、 本 部 員 が 機 能 的 に 対 処 で き る よ う 、 渡 島 総 合 振 興 局 橋 本 危 機 対 策

推 進 監 を 講 師 に 招 き 、 本 部 員 と な る 、 課 局 長 を 対 象 に 訓 練 を 行 っ た と こ ろ

で す 。  

前 段 に 、 災 害 対 策 本 部 の 意 義 や 組 織 、 機 能 等 の 解 説 、 活 動 の 実 例 か ら 得

ら れ た 失 敗 か ら の 教 訓 、 能 登 半 島 地 震 で 石 川 県 輪 島 市 に ２ 回 派 遣 さ れ た 講

師 の 経 験 談 等 を 防 災 講 話 と し て お 話 が ご ざ い ま し た 。  

後 段 で は 、 質 疑 応 答 に よ り 各 種 状 況 に 基 づ く 対 応 に つ い て 、 確 認 、 討 議

を 実 施 し た と こ ろ で す 。  

災 害 対 応 は 、 平 時 の 訓 練 と 備 え が な け れ ば 、 危 機 へ の 対 処 は ほ と ん ど 失

敗 す る こ と と の こ と で あ り ま す の で 、 今 後 も 緊 急 時 を 想 定 し た 各 種 訓 練 等

を 実 施 し な が ら 、 防 災 に 関 す る 職 員 の 意 識 、 技 能 の 習 得 に 努 め 、 危 機 管 理

体 制 の 構 築 を 進 め て ま い り ま す 。  

７ 月 ２ １ 日 、 日 曜 日 、 ９ 時 か ら 、 こ の 日 は ５ 年 ぶ り の 開 催 と な り ま す 第

７ 回 蘭 越 せ せ ら ぎ ま つ り が 尻 別 川 河 畔 公 園 で 開 催 さ れ 、 主 催 者 と し て 歓 迎

の 御 挨 拶 を 申 し 上 げ た と こ ろ で す 。  

当 日 は 、 熊 谷 議 長 は じ め 議 員 の 皆 様 、 中 村 衆 議 院 議 員 田 嶋 秘 書 、 大 築 衆

議 院 議 員 、 村 田 道 議 会 議 員 、 市 橋 道 議 会 議 員 、 小 樽 開 発 建 設 部 倶 知 安 開 発

事 務 所 後 藤 所 長 、 猪 口 後 志 総 合 振 興 局 長 ほ か の 御 出 席 の も と 、 開 会 式 が 挙

行 を さ れ ま し た 。  

会 場 で は 、 町 内 出 演 者 に よ る 演 奏 披 露 や 町 内 飲 食 ブ ー ス 、 ま た 尻 別 川 に

特 化 し た ア ク テ ィ ビ テ ィ と し て 、 ラ フ テ ィ ン グ や サ ッ プ 体 験 な ど 、 子 ど も

か ら 大 人 ま で 楽 し め る イ ベ ン ト と な り 、 最 後 に は ら ん こ し 米 １ ０ ０ キ ロ が
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当 た る 抽 選 会 が 行 わ れ 、 盛 況 に 終 了 を い た し た と こ ろ で す 。  

４ ペ ー ジ 、 ７ 月 ２ ９ 日 、 月 曜 日 、 １ ３ 時 ３ ０ 分 か ら 、 こ の 日 は 第 １ 回 北

海 道 岩 宇 南 後 志 地 区 沖 に お け る 洋 上 風 力 発 電 の 協 議 会 が 、 共 和 町 生 涯 学 習

セ ン タ ー で 開 催 さ れ 、 出 席 を し て お り ま す 。  

本 町 に お い て は 、 岩 宇 南 後 志 地 区 沖 に お け る 洋 上 風 力 発 電 の 導 入 促 進 を

図 る た め 、 ６ 町 村 並 び に ３ 漁 協 で 岩 宇 南 後 志 地 区 洋 上 風 力 発 電 推 進 組 合 を

組 織 し て お り 、 昨 年 ５ 月 に 当 該 海 域 が 有 望 な 区 域 に 整 理 さ れ た こ と を 受 け

ま し て 、 こ れ ま で 促 進 区 域 の 早 期 指 定 に 向 け 協 議 を 進 め て き た と こ ろ で す

が 、 今 回 、 再 エ ネ 海 域 利 用 法 に 基 づ く 法 定 協 議 会 と し て 、 産 業 経 済 省 、 国

土 交 通 省 並 び に 北 海 道 に よ り 設 立 を さ れ た と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

こ の 協 議 会 で す が 、 ６ 町 村 並 び に ３ 漁 協 、 北 海 道 電 力 、 北 海 道 漁 業 環 境

保 全 対 策 本 部 の 代 表 者 と ４ 名 の 学 識 経 験 者 で 構 成 を さ れ て お り 、 環 境 省 、

気 象 庁 、 北 海 道 立 総 合 研 究 機 構 、 海 洋 生 物 環 境 研 究 所 、 日 本 海 さ け ・ ま す

増 殖 事 業 協 会 が オ ブ ザ ー バ ー で 参 加 さ れ て お り ま す 。  

協 議 会 は 今 回 が 初 開 催 と な る こ と か ら 、 座 長 に 東 京 大 学 の 荒 川 名 誉 教 授

が 選 任 を さ れ 、 協 議 会 の 運 営 規 程 が 承 認 さ れ た ほ か 、 洋 上 風 力 発 電 と 再 エ

ネ 海 域 利 用 法 の 概 要 等 に つ い て 説 明 が 行 わ れ た と こ ろ で す 。  

ま た 、洋 上 風 力 発 電 の 導 入 に 関 し て 、再 エ ネ 活 用 や 地 域 共 生 、港 湾 利 用 、

産 業 振 興 、学 習 、地 域 交 通 、人 口 減 対 策 な ど 、地 域 の 経 済 波 及 効 果 の 期 待 、

さ ら に は 合 意 形 成 、 環 境 、 漁 業 操 業 な ど に 対 す る 懸 念 が 構 成 員 か ら 意 見 要

望 と し て 出 さ れ て お り ま す 。  

今 後 、 ３ 回 程 度 の 開 催 が 予 定 さ れ て お り 、 １ 年 程 度 を か け 、 促 進 区 域 の

指 定 に 向 け 協 議 が 進 め ら れ る こ と に な っ て お り ま す の で 、 進 展 等 が ご ざ い

ま し た ら 、 適 時 情 報 提 供 さ せ て い た だ き た い と 存 じ ま す 。  

７ 月 ３ ０ 日 、 火 曜 日 、 １ ３ 時 か ら 、 こ の 日 は 字 黄 金 の 工 藤 貴 志 さ ん が 来

庁 さ れ 、 野 菜 ソ ム リ エ サ ミ ッ ト に ア ス パ ラ ガ ス を 出 品 し 、 金 賞 を 受 賞 し た

旨 の 報 告 を い た だ い た と こ ろ で す 。  

日 本 ソ ム リ エ 協 会 が 主 催 を し 、 全 国 各 地 の 青 果 物 や そ の 加 工 品 を 、 野 菜

ソ ム リ エ が 美 味 し さ を 軸 に 絶 対 評 価 を し て 、 優 れ た も の を 認 証 し 、 広 く 世

の 中 に 発 信 し て 生 産 者 を 応 援 す る こ と を 目 的 に 行 わ れ て お り ま す 。  

工 藤 さ ん は 、自 分 の ア ス パ ラ ガ ス の 実 力 を 知 り た い と 考 え て い た と こ ろ 、

知 人 に す す め ら れ 、 出 品 し 、 今 回 、 金 賞 を 受 賞 さ れ た そ う で す 。  

今 後 、 受 賞 ロ ゴ マ ー ク を １ 年 間 使 用 で き 、 価 値 向 上 に よ る 高 値 販 売 が 期

待 さ れ る そ う で 、 受 賞 に 対 し て お 祝 い を 申 し 上 げ て 、 今 後 、 営 農 を 激 励 す

る と と も に 、 町 で も ふ る さ と 納 税 の 活 用 等 の 検 討 を 担 当 に 指 示 し た と こ ろ
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で ご ざ い ま す 。  

８ 月 ６ 日 、 火 曜 日 、 １ １ 時 ３ ０ 分 か ら 、 こ の 日 は Ｊ Ｒ 長 万 部 駅 発 着 の 鉄

道 車 両 の 増 結 に つ い て 、 北 海 道 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 Ｊ Ｒ 北 海 道 に 要 望 を 行 っ

て お り ま す 。  

こ の 要 望 で す が 、 ６ 月 ２ ０ 日 の 第 ２ 回 定 例 会 に お い て 、 難 波 議 員 か ら 、

Ｊ Ｒ 列 車 の 混 雑 解 消 に つ い て の 御 質 問 を 受 け て 、 状 況 を 沿 線 自 治 体 の 首 長

等 に も お 聞 き を し 、 連 携 を 取 り な が ら 車 両 の 増 設 等 を Ｊ Ｒ 北 海 道 に 要 請 し

た い と お 答 え を し た と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

そ の 中 で 、 今 回 、 要 望 を 行 っ た も の で 、 Ｊ Ｒ 北 海 道 に お い て は 、 鉄 道 事

業 本 部 長 の 島 村 常 務 取 締 役 、 副 本 部 長 の 川 戸 取 締 役 、 運 輸 部 長 の 佐 藤 執 行

役 員 に 対 応 を い た だ い た と こ ろ で す 。  

長 万 部 ・ 倶 知 安 間 に つ い て は 、 日 に ち は 限 定 さ れ ま す が 、 一 部 の 時 間 帯

で 既 に ２ 両 編 成 の 車 両 が 運 行 を さ れ て お り 、 限 ら れ た 車 両 で 行 っ て い る た

め 、 全 て の 日 数 で ２ 両 編 成 の 列 車 を 運 行 す る こ と は で き な い と の こ と で ご

ざ い ま し た が 、 今 年 度 に つ い て は 、 昨 年 度 の 約 ２ 倍 の 運 行 が 計 画 を さ れ て

お り 、 乗 客 が 多 い 時 間 帯 を 見 計 ら い な が ら 、 今 後 も で き る 範 囲 で 行 っ て い

き た い と 、 Ｊ Ｒ 北 海 道 よ り 回 答 を い た だ い て お り ま す の で 、 併 せ て 御 報 告

を 申 し 上 げ ま す 。  

８ 月 ８ 日 、 木 曜 日 、 １ ５ 時 か ら 、 こ の 日 は 後 志 地 域 づ く り 連 携 会 議 が 京

極 町 の ふ き だ し 公 園 で 開 催 さ れ 、 出 席 を し て お り ま す 。  

こ の 会 議 は 、 北 海 道 総 合 開 発 計 画 と 北 海 道 総 合 計 画 の 見 直 し に 伴 う 地 域

の 多 様 な 主 体 と 意 見 交 換 を 行 い 、地 域 づ く り の 方 向 を 検 討 、共 有 し 、連 携 、

協 働 の 取 組 を 推 進 す る こ と を 目 的 に 、 小 樽 開 発 建 設 部 と 後 志 総 合 振 興 局 が

合 同 で 開 催 し て い る も の で 、 今 回 の 会 議 は 、 羊 蹄 山 ろ く の 町 村 長 の ほ か 、

よ う て い 森 林 組 合 、 倶 知 安 商 工 会 議 所 、 ニ セ コ 町 及 び 倶 知 安 町 の 観 光 協 会

の 代 表 者 が 出 席 を さ れ て お り ま す 。  

会 議 で は 、 道 央 広 域 連 携 地 域 政 策 展 開 方 針 及 び 地 域 づ く り 推 進 ビ ジ ョ ン

に お け る プ ロ ジ ェ ク ト の 推 進 方 策 に つ い て 、 そ の 説 明 と 意 見 交 換 が 行 わ れ

た ほ か 、 本 会 議 の 規 約 改 正 の 承 認 と 、 本 年 ３ 月 に 閣 議 決 定 さ れ た 第 ９ 期 の

北 海 道 総 合 計 画 の 推 進 に 係 る 重 点 事 項 調 査 に つ い て 説 明 が 行 わ れ た と こ ろ

で ご ざ い ま す 。  

私 か ら は 、 羊 蹄 山 ろ く の 農 業 の 推 進 に 当 た っ て 、 鳥 獣 対 策 が 非 常 に 重 要

だ と い う お 話 を さ せ て い た だ き ま し た 。  

こ れ に つ い て は 、 一 町 村 だ け の 対 策 で は な く 、 国 、 道 、 町 村 、 そ れ が 連

携 を し て 、 こ の 鳥 獣 対 策 を き ち っ と 講 じ て い か な け れ ば 、 北 海 道 が 日 本 の
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食 料 基 地 と し て 求 め る 食 、 安 全 安 心 な 食 料 を 提 供 す る 、 そ の 部 分 に つ い て

も 影 響 が 出 る し 、 今 、 野 生 鳥 獣 に よ る 交 通 事 故 、 そ う い う よ う な 問 題 が 起

き た 場 合 、 観 光 に も 影 響 が あ る 。 さ ら に は 、 ゼ ロ カ ー ボ ン を 進 め る 北 海 道

の 中 で 、 森 林 に よ る シ カ の 食 害 、 そ う い う も の も 発 生 し て 、 二 酸 化 炭 素 を

吸 収 す る 森 林 、 そ う い う 被 害 に も 講 ず る 。 そ う い う こ と か ら 、 是 非 、 鳥 獣

被 害 対 策 を プ ロ ジ ェ ク ト の 一 環 と し て 取 り 扱 っ て い た だ き た い 、 そ う い う

要 望 を 申 し 上 げ た と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

次 に 、令 和 ６ 年 度 普 通 交 付 税 の 交 付 決 定 に つ い て 御 報 告 を 申 し 上 げ ま す 。 

今 年 度 に お け る 普 通 交 付 税 は ７ 月 ２ ３ 日 に 決 定 さ れ 、 全 国 総 額 は １ ７ 兆

５ ，４ ７ ０ 億 円 で 、前 年 度 に 比 較 し て ２ 兆 ８ ７ ６ 億 円 、率 に し て １ ．７ %の

増 と な っ て お り ま す 。  

ま た 、 普 通 交 付 税 と 臨 時 財 政 対 策 債 発 行 可 能 額 を 合 算 し た 実 質 的 な 交 付

税 の 額 は １ ８ 兆 １ ４ 億 円 で 、 前 年 度 と 比 較 し て ２ ， ５ ２ ６ 億 円 の 減 、 減 少

率 は １ ． ４ ％ で ご ざ い ま す 。  

一 方 、 後 志 管 内 の 普 通 交 付 税 は 、 不 交 付 団 体 の 泊 村 を 除 く １ ８ 町 村 で 約

３ ３ ４ 億 １ ， ４ ９ ０ 万 円 の 交 付 額 と な っ て お り ま し て 、 対 前 年 度 増 減 率 で

０ ． ２ %の 減 と な っ て お り ま す 。  

こ の よ う な 中 、本 町 の 普 通 交 付 税 は ２ ９ 億 ６ ，５ １ ８ 万 ３ ，０ ０ ０ 円 で 、

前 年 度 と 比 較 し て ２ ， ３ ０ ５ 万 ６ ， ０ ０ ０ 円 の 増 額 で ご ざ い ま し て 、 増 加

率 は ０ ． ８ %と な っ て お り ま す 。  

増 額 と な り ま し た 主 な 要 因 は 、 基 準 財 政 需 要 額 の 算 定 に お い て 、 新 た な

費 目 と し て 、 子 ど も ・ 子 育 て 費 の 創 設 や 、 公 債 費 の 過 疎 債 償 還 金 の 増 に よ

る も の で ご ざ い ま す 。  

ま た 臨 時 財 政 対 策 債 に つ い て は 、 御 承 知 の と お り 、 地 方 交 付 税 の 先 食 い

と 称 さ れ 、 後 年 度 地 方 交 付 税 に 算 入 さ れ る 地 方 債 で す が 、 算 定 額 は ６ ８ ７

万 ７ ， ０ ０ ０ 円 で 、 前 年 度 の 決 定 額 に 対 し ７ ８ ０ 万 ９ ， ０ ０ ０ 円 の 減 額 と

な っ て ご ざ い ま し て 、 減 少 率 は ５ ３ ． ２ %と な っ て お り ま す 。  

普 通 交 付 税 と 臨 時 財 政 対 策 債 を 合 わ せ ま す と ２ ９ 億 ７ ， ２ ０ ６ 万 円 で ご

ざ い ま し て 、 前 年 度 に 対 し １ ， ５ ２ ４ 万 ７ ， ０ ０ ０ 円 の 増 額 で 、 増 加 率 は

０ ． ５ %と な っ て お り ま す 。  

ま た 、 令 和 ６ 年 度 当 初 予 算 の 計 上 額 は 、 普 通 交 付 税 で ２ ６ 億 ８ ， ０ ０ ０

万 円 、 臨 時 財 政 対 策 債 で １ ， ０ ０ ０ 万 円 、 合 わ せ ま し て ２ ６ 億 ９ ， ０ ０ ０

万 円 を 予 算 計 上 し て お り 、 予 算 に 対 し ま し て 普 通 交 付 税 は ２ 億 ８ ， ５ １ ８

万 ３ ， ０ ０ ０ 円 の 増 額 、 臨 時 財 政 対 策 債 は ３ １ ２ 万 ３ ， ０ ０ ０ 円 の 減 額 、

合 わ せ て ２ 億 ８ ， ２ ０ ６ 万 円 の 増 額 と な っ て お り ま す 。  
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な お 、 基 金 の 積 立 等 に つ い て は 、 繰 越 金 等 も 踏 ま え て 内 部 で 慎 重 に 検 討

し 取 り 進 め て ま い り た い と 考 え て お り ま す 。  

以 上 で 、令 和 ６ 年 度 普 通 交 付 税 の 交 付 決 定 額 に つ い て 報 告 を 終 わ り ま す 。 

次 に 、 主 な 農 作 物 の 生 育 出 荷 状 況 で ご ざ い ま す が 、 こ れ ま で の 気 象 概 況

で す が 、 ５ 月 下 旬 か ら ６ 月 上 旬 は 低 温 寡 照 で し た が 、 ７ 月 中 旬 以 降 は 高 温

で 、 降 水 量 は 少 な い 状 況 で し た 。  

本 町 の 主 な 農 作 物 の 生 育 出 荷 状 況 で ご ざ い ま す が 、水 稲 は ６ 月 中 旬 以 降 、

天 候 が 回 復 し 、 幼 穂 形 成 期 で １ 日 、 止 葉 期 で ２ 日 早 く な り ま し た 。  

７ 月 の 出 穂 は ３ 日 早 く 、 平 年 並 み で し た が 、 穂 揃 い は 比 較 的 よ く 、 順 調

な 生 育 で 推 移 を し て い る と の こ と で ご ざ い ま す 。  

ま た 気 温 の 上 昇 に よ り 、 ７ 月 下 旬 の 調 査 で カ メ ム シ の 発 生 が 多 く な り 、

稲 体 は や や 軟 弱 傾 向 で す が 、 い も ち 病 の 発 生 は 見 ら れ な い と の こ と で ご ざ

い ま す 。  

メ ロ ン は ６ 月 ３ ０ 日 か ら 受 入 が 始 ま り ま し た が 、 ７ 月 ２ ２ 日 現 在 の 蘭 越

分 は ６ ， ９ ８ ８ 箱 、 昨 年 同 期 の ８ ２ %と な っ て お り ま す 。  

生 育 は ４ 玉 、 ５ 玉 規 格 中 心 と 大 玉 傾 向 で 推 移 し て お り 、 販 売 状 況 は 中 心

規 格 の 秀 ５ 玉 ８ キ ロ で ４ ， ５ ０ ０ 円 、 前 年 比 マ イ ナ ス ５ ０ ０ 円 と 、 各 産 地

出 揃 っ た 中 で 安 定 し た 価 格 で の 販 売 が 続 い て お り 、 道 内 外 の 観 光 需 要 も 含

め 、 お 盆 に 向 け た 動 き が 活 発 に な り 、 堅 調 相 場 で 推 移 す る 見 込 み と の こ と

で ご ざ い ま す 。  

ト マ ト は 、 ６ 月 ２ ０ 日 か ら 受 入 、 翌 日 か ら 選 果 が 始 ま り ま し た 。  

７ 月 ２ ２ 日 で 、蘭 越 分 は ７ ６ . ２ ト ン と 、前 年 同 期 で １ １ ４ %と な り ま し

た 。  

販 売 状 況 は 、 中 心 規 格 の 秀 Ｍ ４ キ ロ で １ ， ５ ０ ０ 円 か ら １ ， ６ ０ ０ 円 と

な っ て お り ま す が 、 東 北 、 道 内 産 の 出 回 り が 多 く 、 や や 厳 し い 販 売 状 況 が

予 想 さ れ 、 今 後 、 気 温 上 昇 に よ り 集 中 出 荷 も 見 込 ま れ る そ う で す 。  

小 麦 は 、 本 年 度 も 高 温 に よ り 、 秋 ・ 春 小 麦 と も に 一 気 に 仕 上 が り だ し 、

収 穫 開 始 も 早 い ス タ ー ト に な り ま し た 。  

７ 月 下 旬 の 断 続 的 な 雨 で 収 穫 進 度 に 遅 れ が 出 て お り ま す 。  

蘭 越 産 の 秋 小 麦 は 、 乾 燥 す る 推 定 収 量 が ７ ． ４ 俵 、 前 年 は ８ ． ２ 俵 と 、

前 年 よ り 低 い 数 値 と な っ て お り 、春 小 麦 は ７ 月 ３ ０ 日 現 在 で １ ３ ．２ %の 収

穫 進 度 と の こ と で ご ざ い ま す 。  

馬 鈴 薯 は 、 ８ 月 １ 日 か ら 収 穫 が 始 ま り 、 坪 掘 り の 結 果 、 株 当 た り 個 数 は

平 年 並 み で し た が 、 １ 個 の 重 さ が 平 均 よ り 低 く 、 反 収 も 過 去 平 年 よ り 低 い

と の こ と で ご ざ い ま す 。  
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以 上 で 、 主 な 農 産 物 の 生 育 出 荷 状 況 に つ い て の 行 政 報 告 を 終 わ り ま す 。  

次 に 、 本 日 提 案 い た し ま す 議 案 の 提 案 理 由 の 大 綱 に つ い て 御 説 明 を 申 し

上 げ ま す 。  

同 意 第 １ 号 に つ き ま し て は 、 蘭 越 町 監 査 委 員 の 選 任 に つ き 同 意 を 求 め る

こ と に つ い て で ご ざ い ま す が 、 ８ 月 ２ ７ 日 に 任 期 満 了 と な り ま す 監 査 委 員

に つ い て 、 地 方 自 治 法 １ ９ ６ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き ま し て 、 委 員 の 選 任

に つ い て 議 会 の 同 意 を お 願 い す る も の で ご ざ い ま す 。  

議 案 第 １ 号 に つ い て は 、 パ ソ コ ン 等 一 式 を 北 海 道 市 町 村 備 荒 資 金 組 合 を

通 じ て ８ ５ ８ 万 円 で 購 入 す る も の で 、 購 入 契 約 の 締 結 を い た し た く 、 議 決

を お 願 い す る も の で ご ざ い ま す 。  

議 案 第 ２ 号 に つ い て は 、 令 和 ６ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 補 正 予 算 第 ３ 号 で ご

ざ い ま す が 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ １ 億 ５ ， ９ ９ １ 万 ５ ， ０ ０ ０ 円 の 追 加 を お

願 い す る も の で ご ざ い ま す 。  

歳 出 の 主 な 内 容 で す が 、 総 務 費 で は 、 定 額 減 税 調 整 給 付 金 ４ ８ ９ 万 円 の

追 加 。民 生 費 で は 、ベ ア ー ズ こ ど も 園 園 舎 整 備 事 業 １ 億 ２ ９ ６ 万 円 の 追 加 。

衛 生 費 で は 、高 齢 者 等 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 予 防 接 種 委 託 料 １ ，４ ４ ６ 万 ３ ，

０ ０ ０ 円 の 追 加 。 農 林 水 産 業 費 で は 、 修 繕 料 、 土 乾 燥 機 修 理 ３ ４ 万 円 の 追

加 。 商 工 費 で は 、 プ レ ミ ア ム 商 品 券 事 業 １ ， ８ ４ ０ 万 円 の 追 加 。 教 育 費 で

は 修 繕 料 、 昆 布 小 学 校 ボ イ ラ ー 室 ド ア 交 換 修 理 ８ ４ 万 ７ ， ０ ０ ０ 円 の 追 加

と な り 、 歳 出 総 額 １ 億 ５ ， ９ ９ １ 万 ５ ， ０ ０ ０ 円 を 追 加 す る も の で ご ざ い

ま す 。  

歳 入 に つ き ま し て は 、 予 防 接 種 料 １ ， ２ ７ ２ 万 円 、 子 ど も ・ 子 育 て 基 金

繰 入 金 １ ， ０ ０ ０ 万 円 な ど 合 わ せ ま し て 、 歳 入 総 額 １ 億 ５ ， ９ ９ １ 万 ５ ，

０ ０ ０ 円 を 充 当 す る も の で ご ざ い ま す 。  

な お 、 詳 細 に つ き ま し て は 、 議 案 説 明 の と き に 担 当 課 長 か ら 説 明 い た し

ま す 。  

以 上 で 、 行 政 報 告 及 び 提 案 理 由 の 大 綱 の 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ し く 御

審 議 を お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 、 町 長 の 行 政 報 告 及 び 提 案 理 由 の 大 綱

説 明 を 終 わ り ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ４ 、 同 意 第 １ 号 蘭 越 町 監 査 委 員 の 選 任 に つ き

同 意 を 求 め る こ と に つ い て を 議 題 と い た し ま す 。  

提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  
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金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 同 意 第 １ 号 蘭 越 町 監 査 委 員

の 選 任 に つ き 同 意 を 求 め る こ と に つ い て 、 御 説 明 を 申 し 上 げ ま す 。  

本 監 査 委 員 は 、 地 方 自 治 法 第 １ ９ ６ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ い て 議 会 の 同

意 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

委 員 の 任 期 に つ い て は ４ 年 で ご ざ い ま し て 、 現 在 １ 人 の 委 員 が 選 任 さ れ

て お り ま す 。  

今 回 、 選 任 同 意 を お 願 い し ま す 委 員 に つ き ま し て は 、 蘭 越 町 字 大 谷 ５ ２

９ 番 地 、 天 水 さ と い さ ん 、 ６ ３ 歳 で あ り ま す 。  

こ れ ま で ５ 期 ２ ０ 年 に わ た り 委 員 を お 願 い し て お り ま し た 坪 田 和 昭 さ ん

よ り 、 本 年 ８ 月 ２ ７ 日 の 任 期 満 了 を も っ て 辞 任 し た い と の 強 い 申 し 出 が ご

ざ い ま し て 、 そ の 後 任 と し て 選 任 い た し た く 、 議 会 の 同 意 を お 願 い す る も

の で ご ざ い ま す 。  

天 水 さ ん は 、 農 業 委 員 、 よ う て い 農 業 協 同 組 合 理 事 な ど を 経 験 さ れ て お

り 、 人 格 が 高 潔 で あ り 、 地 域 で 信 望 も 厚 く 、 識 見 を 有 し て お り ま す の で 、

適 任 で あ り 、 蘭 越 町 監 査 委 員 と し て 議 会 の 同 意 を お 願 い す る も の で ご ざ い

ま す 。  

以 上 で す 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

討 論 を 省 略 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 同 意 第 １ 号 蘭 越 町 監 査 委 員 の 選 任 に つ き 同 意 を 求 め る こ と に

つ い て を 採 決 い た し ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 同 意 第 １ 号 は 、 こ れ に 同 意 す る こ と に 決 定 い た し ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ５ 、 議 案 第 １ 号 動 産 の 取 得 に つ い て を 議 題 と

い た し ま す 。  
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 提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 渡 辺 総 務 課 長 。  

 

〇 総 務 課 長 （ 渡 辺 貢 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 議 案 第 １ 号 動 産 の 取 得

に つ き ま し て 、 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

こ の 動 産 の 取 得 に つ き ま し て は 、 地 方 自 治 法 第 ９ ６ 条 第 １ 項 第 ８ 号 及 び

蘭 越 町 議 会 の 議 決 に 付 す べ き 契 約 及 び 財 産 の 取 得 、 ま た は 処 分 に 関 す る 条

例 第 ３ 条 の 規 定 に よ り 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で す 。  

動 産 の 種 類 で ご ざ い ま す が 、 パ ソ コ ン 等 一 式 で ご ざ い ま す 。  

内 訳 に つ き ま し て は 、 別 紙 を 御 覧 願 い ま す 。  

デ ス ク ト ッ プ 型 パ ソ コ ン 本 体 の み １ ９ 台 ほ か 御 覧 の 内 容 で す 。  

最 初 の ペ ー ジ に 戻 り ま す 。  

契 約 の 方 法 に つ き ま し て は 、 ７ 月 ３ ０ 日 、 ２ 社 の 指 名 競 争 入 札 に よ り 阿

部 文 祥 堂 が 落 札 い た し ま し た が 、 北 海 道 市 町 村 備 荒 資 金 組 合 を 通 じ て 取 得

す る こ と か ら 、 契 約 の 相 手 方 を 随 意 契 約 に よ り ま し て 、 札 幌 市 中 央 区 北 ４

条 西 ６ 丁 目 、 北 海 道 市 町 村 備 荒 資 金 組 合 、 組 合 長 棚 野 孝 夫 氏 と い た す も の

で す 。  

取 得 金 額 に つ き ま し て は 、 消 費 税 ７ ８ 万 円 を 含 め ま し て ８ ５ ８ 万 円 で ご

ざ い ま す 。  

ま た 、 納 入 期 日 は 令 和 ６ 年 １ ２ 月 ３ ０ 日 と し て お り ま す 。  

な お 、 今 回 取 得 す る 動 産 は 、 現 在 の Ｏ Ｓ 等 の サ ポ ー ト 切 れ に 伴 い 、 令 和

２ 年 度 導 入 以 前 の パ ソ コ ン を 入 れ 替 え す る も の で 、 令 和 ６ 年 度 予 算 で 債 務

負 担 行 為 の 議 決 を い た だ い て お り ま す 。  

以 上 で 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ し く 御 審 議 を お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

 ２ 番 北 山 議 員 。  

 

〇 ２ 番 （ 北 山 正 一 ）  ２ 番 北 山 で す 。  

２ ペ ー ジ 目 に あ る 、 ゆ び く ら と い う も の が ど う い う も の な の か わ か ら な

い の で 、 御 説 明 を お 願 い い た し ま す 。  

そ れ と 、 も う １ 点 な ん で す が 、 買 取 で あ る の か 、 リ ー ス で あ る の か 。 多

分 、 買 取 だ と 思 う ん で す け ど も 、 パ ソ コ ン 自 体 た だ の 箱 で 、 ア プ リ ケ ー シ

ョ ン が な け れ ば 動 か な い と 思 う ん で す が 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン の イ ン ス ト ー
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ル 状 況 に つ い て 。 あ と 、 古 い パ ソ コ ン を 払 い 下 げ 、 処 分 す る と な る と 、 廃

棄 料 か か る の か な と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の あ た り の こ と に つ い て も 御

説 明 を お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  渡 辺 総 務 課 長 。  

 

〇 総 務 課 長 （ 渡 辺 貢 ）  ま ず 、 １ 点 目 で ご ざ い ま す 。  

ち ょ っ と 今 日 、 持 っ て き て る ん で す け ど も 、 ゆ び く ら っ て こ う い う よ う

な 、 Ｕ Ｓ Ｂ の よ う な も の な ん で す け ど も 、 実 は こ れ が で す ね 、 古 い 端 末 、

い わ ゆ る Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ １ ０ か ら １ １ に 、 例 え ば 、 入 れ 替 え た り す る と き

に で す ね 、 端 末 の 延 命 す る た め の 機 能 な ん で す 。 い わ ゆ る そ れ を 使 え る よ

う に す る ア ダ プ タ ー 機 能 で で す ね 、 こ れ を 入 れ る こ と に よ っ て 、 セ キ ュ リ

テ ィ を 維 持 し な が ら 、 い わ ゆ る 情 報 が こ れ に 入 っ て る も の で す か ら 、 よ り

長 く 延 命 さ せ る も の で す 。  

例 え ば 、 １ ０ 年 を 超 え て も 、 １ ５ 年 間 こ れ を 使 う こ と に よ っ て 、 よ り 長

く パ ソ コ ン 使 え ま す の で 、 購 入 す る の も で す ね 、 利 用 が 、 そ れ 以 上 利 用 で

き る と い う こ と で 、 そ う い う 意 味 で 買 っ て い る も の で ご ざ い ま す 。  

あ と 、 古 い パ ソ コ ン 、 す い ま せ ん 。 古 い パ ソ コ ン の 前 に 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  ア プ リ ケ ー シ ョ ン 。  

 

〇 総 務 課 長 （ 渡 辺 貢 ）  ア プ リ ケ ー シ ョ ン に つ き ま し て は で す ね 、 こ の デ

ス ク ト ッ プ 型 パ ソ コ ン 、 モ ニ タ ー 、 ノ ー ト 型 パ ソ コ ン 、 そ れ ぞ れ あ る ん で

す け ど も 、 こ の 本 体 の 中 に ア プ リ ケ ー シ ョ ン も 全 部 含 ま れ て ま す の で 、 そ

の 上 で の 購 入 に な り ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

あ と 、 古 い パ ソ コ ン で す け ど も 、 年 次 的 に 予 算 を 見 て で す ね 、 更 新 を し

な が ら 廃 棄 の 予 算 の 中 で 見 る も の も あ れ ば 、 使 え る も の に つ い て は 、 今 、

こ う い っ た ゆ び く ら を 使 い な が ら で す ね 、 更 新 し て い く 。 ま た 、 所 管 替 え

を し な が ら で す ね 、 延 命 し な が ら 使 っ て 、 い よ い よ だ め に な れ ば 廃 棄 処 分

で 、 予 算 の 中 で 廃 棄 し て ま い り た い と 思 い ま す 。  

よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  よ ろ し い で す か 。  

ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 １ 号 動 産 の 取 得 に つ い て を 採 決 い た し ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 １ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ６ 、 議 案 第 ２ 号 令 和 ６ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 補

正 予 算 に つ い て を 議 題 と い た し ま す 。  

提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

渡 辺 総 務 課 長 。  

 

〇 総 務 課 長 （ 渡 辺 貢 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 議 案 第 ２ 号 令 和 ６ 年 度

蘭 越 町 一 般 会 計 補 正 予 算 第 ３ 号 に つ き ま し て 、 御 説 明 い た し ま す 。  

現 在 、 こ の 会 計 の 予 算 の 総 額 は ７ ６ 億 ４ ， ８ ８ ０ 万 １ ， ０ ０ ０ 円 で 、 歳

入 歳 出 そ れ ぞ れ １ 億 ５ ， ９ ９ １ 万 ５ ， ０ ０ ０ 円 を 追 加 し 、 ７ ８ 億 ８ ７ １ 万

６ ， ０ ０ ０ 円 と す る も の で す 。  

ま た 、 歳 入 歳 出 予 算 の 補 正 の 款 項 の 区 分 及 び 当 該 区 分 ご と の 金 額 並 び に

補 正 後 の 歳 入 歳 出 予 算 の 金 額 は 、第 １ 表 歳 入 歳 出 予 算 補 正 に よ る も の で す 。 

そ れ で は 、 事 項 別 明 細 書 の 歳 出 か ら 御 説 明 い た し ま す 。 ６ ペ ー ジ を 御 覧

願 い ま す 。  

２ 款 総 務 費  １ 項 総 務 管 理 費  １ ８ 目 物 価 高 騰 対 応 重 点 支 援 対 策 費 、 補

正 額 ５ １ ０ 万 ９ ， ０ ０ ０ 円 。 特 定 財 源 の 国 道 支 出 金 ５ １ ０ 万 ９ ， ０ ０ ０ 円

は 、 物 価 高 騰 対 応 重 点 支 援 地 方 創 生 臨 時 交 付 金 で す 。  

６ 月 ２ ０ 日 開 催 の 第 ２ 回 定 例 議 会 一 般 会 計 補 正 予 算 で 議 決 い た だ き ま し

た 定 額 減 税 調 整 給 付 金 事 業 に つ き ま し て 、 給 付 対 象 者 の 確 定 に よ り 、 予 算

に 不 足 が 生 じ る こ と か ら 、 関 連 費 用 の 補 正 を お 願 い す る も の で す 。 １ ０ 需

用 費 １ ８ 万 ７ ， ０ ０ ０ 円 。 消 耗 品 費 で 、 改 ざ ん 防 止 の 用 紙 ほ か で す 。 １ １

役 務 費 ２ 万 ８ ，０ ０ ０ 円 。案 内 発 送 等 の 郵 便 料 ２ 万 円 と 、振 込 手 数 料 の ８ ，

０ ０ ０ 円 で す 。 １ ３ 使 用 料 及 び 賃 借 料 ４ ， ０ ０ ０ 円 。 複 写 機 使 用 料 で す 。

１ ８ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 ４ ８ ９ 万 円 。 定 額 減 税 調 整 給 付 金 で 、 住 民 税 及
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び 所 得 税 か ら 減 税 分 を 控 除 し き れ な い と 見 込 ま れ る 対 象 者 を ７ ０ ０ 人 と 算

定 し 、 予 算 計 上 し て お り ま し た が 、 確 定 対 象 者 が ７ ７ ３ 人 に な っ た こ と に

伴 い 、 給 付 金 の 不 足 分 の 補 正 を お 願 い す る も の で す 。  

３ 款 民 生 費  １ 項 社 会 福 祉 費  ５ 目 高 齢 者 生 活 福 祉 セ ン タ ー 費 、 補 正 額

３ ０ 万 円 。 １ ０ 需 用 費 ３ ０ 万 円 。 修 繕 料 で 、 セ ン タ ー こ ん ぶ 居 住 者 玄 関 の

自 動 ド ア が 故 障 し た た め 、 開 閉 装 置 及 び セ ン サ ー の 交 換 修 理 を お 願 い す る

も の で す 。  

８ 目 介 護 予 防 拠 点 セ ン タ ー 費 、 補 正 額 ２ ８ 万 ６ ， ０ ０ ０ 円 。 １ ０ 需 用 費

２ ８ 万 ６ ， ０ ０ ０ 円 。 修 繕 料 で 、 介 護 予 防 拠 点 セ ン タ ー 港 の 正 面 玄 関 左 側

地 面 、 ア ス フ ァ ル ト の 一 部 が 陥 没 し 、 砂 地 の 沈 み が 原 因 の 可 能 性 が 高 い こ

と か ら 、 陥 没 箇 所 周 辺 の 路 盤 処 理 及 び ア ス フ ァ ル ト 舗 装 を お 願 い す る も の

で す 。 次 の ペ ー ジ に な り ま す 。  

３ 款 民 生 費  ２ 項 児 童 福 祉 費  １ 目 児 童 福 祉 総 務 費 、 補 正 額 １ 億 ２ ９ ６

万 円 。 特 定 財 源 の 国 道 支 出 金 ７ ， ０ ７ ８ 万 ５ ， ０ ０ ０ 円 は 、 就 学 前 教 育 保

育 施 設 整 備 交 付 金 で 、 そ の 他 の １ ， ０ ０ ０ 万 円 は 、 子 ど も ・ 子 育 て 基 金 繰

入 金 で す 。 １ ８ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 １ 億 ２ ９ ６ 万 円 。 ベ ア ー ズ こ ど も 園

園 舎 整 備 事 業 補 助 金 で 、 ベ ア ー ズ こ ど も 園 の 定 員 の 増 加 、 ま た 、 施 設 の 老

朽 化 の た め 、国 の 交 付 金 等 を 活 用 し 、園 舎 の 建 替 費 用 を 補 助 す る も の で す 。  

４ 款 衛 生 費  １ 項 保 健 衛 生 費  ２ 目 予 防 費 、 補 正 額 １ ， ７ ０ ７ 万 ３ ， ０

０ ０ 円 。 特 定 財 源 の そ の 他 １ ， ０ ０ ０ 万 １ ， ０ ０ ０ 円 は 、 新 薬 ・ 未 承 認 薬

等 研 究 開 発 支 援 セ ン タ ー 助 成 金 で 、 ６ ５ 歳 以 上 の 高 齢 者 が 接 種 す る ワ ク チ

ン 費 用 の 一 部 に つ き ま し て 、 国 を 通 じ て 基 金 管 理 団 体 か ら 町 へ 助 成 さ れ る

も の で す 。  

事 業 内 容 で す が 、 １ ０ 月 か ら 予 定 さ れ て お り ま す コ ロ ナ ワ ク チ ン 接 種 の

実 施 に 当 た っ て 、 接 種 料 金 の 助 成 費 用 な ど １ ， ７ ０ ７ 万 ３ ， ０ ０ ０ 円 の 補

正 を お 願 い す る も の で す 。  

申 し 訳 ご ざ い ま せ ん が 、 お 手 元 の 参 考 資 料 ① 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ

ン 接 種 に つ い て を 御 覧 願 い ま す 。  

今 回 の 接 種 場 所 で ご ざ い ま す が 、 従 来 、 山 村 開 発 セ ン タ ー を 会 場 に 集 団

接 種 を 実 施 し て お り ま し た が 、 イ ン フ ル エ ン ザ 同 様 、 ５ 類 に 分 類 さ れ た こ

と か ら 、 接 種 を 希 望 さ れ る 方 は 、 蘭 越 診 療 所 及 び 昆 布 温 泉 病 院 で の 個 別 接

種 と な り ま す 。  

接 種 料 金 で ご ざ い ま す が 、 １ ９ 歳 未 満 及 び ６ ５ 歳 以 上 の 住 民 税 非 課 税 世

帯 の 方 は 全 額 助 成 の 無 料 と な り 、 １ ９ 歳 未 満 及 び ６ ５ 歳 以 上 の 住 民 税 課 税

世 帯 の 方 は 、 お 一 人 １ ， ５ ０ ０ 円 の 負 担 と な り ま す 。  
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ま た 、 １ ９ 歳 以 上 ６ ５ 歳 未 満 の 一 般 の 方 は 、 助 成 は あ り ま せ ん の で 、 蘭

越 診 療 所 で は １ 万 ３ ， ２ ５ ０ 円 、 昆 布 温 泉 病 院 で は １ 万 ３ ， ６ ０ ０ 円 の 全

額 自 己 負 担 と な っ て ご ざ い ま す 。  

な お 、 接 種 日 及 び 申 し 込 み 方 法 、 今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル 等 の 詳 細 に つ き ま

し て も 、 記 載 の と お り で ご ざ い ま す の で 、 説 明 の ほ う は 省 略 さ せ て い た だ

き ま す 。  

申 し 訳 ご ざ い ま せ ん が 、 補 正 予 算 書 ７ ペ ー ジ に お 戻 り く だ さ い 。  

１ 報 酬 ５ １ 万 円 。 会 計 年 度 任 用 職 員 報 酬 で 、 電 話 等 予 約 受 付 業 務 に 係 る

事 務 職 員 を 雇 用 す る も の で す 。 １ ０ 需 用 費 ５ 万 円 。 コ ピ ー 用 紙 ほ か 消 耗 品

で す 。 １ １ 役 務 費 １ ６ 万 ９ ， ０ ０ ０ 円 。 通 信 運 搬 費 で 、 接 種 案 内 、 接 種 券

の 郵 送 料 で す 。 １ ２ 委 託 料 １ ， ４ ４ ６ 万 ３ ， ０ ０ ０ 円 。 高 齢 者 等 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス 予 防 接 種 委 託 料 で 、 蘭 越 診 療 所 及 び 昆 布 温 泉 病 院 へ 接 種 業 務 を

委 託 す る も の で す 。 １ ８ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 ９ ０ 万 ４ ， ０ ０ ０ 円 。 北 海

道 自 治 体 情 報 シ ス テ ム 協 議 会 負 担 金 で 、 予 防 接 種 を 管 理 す る 健 康 カ ル テ シ

ス テ ム の 改 修 費 用 で す 。 ８ ペ ー ジ に ま い り ま す 。 １ ９ 扶 助 費 ９ ７ 万 ７ ， ０

０ ０ 円 。 高 齢 者 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 予 防 接 種 料 金 扶 助 ６ ８ 万 円 は 、 ６ ５ 歳

以 上 の 方 が 町 外 の 医 療 機 関 で 接 種 し た 場 合 の 料 金 扶 助 で す 。 次 の こ ど も 新

型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 予 防 接 種 料 金 扶 助 ２ ９ 万 ７ ， ０ ０ ０ 円 は 、 １ ９ 歳 未 満 の

子 供 の 料 金 扶 助 で す 。  

５ 目 蘭 越 歯 科 診 療 所 費 、 補 正 額 １ １ 万 円 。 需 用 費 １ １ 万 円 。 修 繕 料 で 蘭

越 歯 科 診 療 所 の 看 板 が 経 年 劣 化 に よ り 損 傷 が 著 し い た め 、 看 板 の 修 復 費 用

を お 願 い す る も の で す 。  

６ 目 蘭 越 診 療 所 費 、 補 正 額 １ ， ２ ７ ２ 万 円 。 特 定 財 源 の そ の 他 １ ， ２ ７

２ 万 円 は 、 予 防 接 種 料 で す 。 ７ 報 償 費 １ ８ 万 ８ ， ０ ０ ０ 円 。 新 型 コ ロ ナ ワ

ク チ ン 接 種 業 務 協 力 看 護 師 謝 礼 で 、 蘭 越 診 療 所 で の 接 種 業 務 に 看 護 師 が 不

足 す る た め 、 臨 時 雇 用 す る も の で す 。 １ ０ 需 用 費 １ ， ２ ５ ３ 万 ２ ， ０ ０ ０

円 。 消 耗 品 費 ９ 万 ６ ， ０ ０ ０ 円 は 、 体 温 計 ほ か で す 。 次 の 医 薬 材 料 費 １ ，

２ ４ ３ 万 ６ ， ０ ０ ０ 円 は 、 コ ロ ナ ワ ク チ ン の 購 入 費 用 ほ か 医 薬 品 で す 。  

６ 款 農 林 水 産 業 費  １ 項 農 業 費  ８ 目 育 苗 施 設 費 、 補 正 額 ３ ４ 万 円 。 １

０ 需 用 費 ３ ４ 万 円 。 修 繕 料 で 、 育 苗 施 設 の 土 乾 燥 機 ド ラ ム リ ン グ に 亀 裂 が

生 じ 、 土 乾 燥 作 業 に 支 障 を き た す こ と か ら 、 加 工 、 溶 接 修 理 を お 願 い す る

も の で す 。  

７ 款 商 工 費  １ 項 商 工 費  ２ 目 商 工 振 興 費 、 補 正 額 １ ， ９ ０ ８ 万 ７ ， ０

０ ０ 円 。 物 価 高 騰 等 に 伴 う 経 済 対 策 と し て 、 蘭 越 町 商 工 会 か ら 町 へ プ レ ミ

ア ム 商 品 券 の 実 施 要 望 を 受 け ま し て 、 町 内 で の 消 費 需 要 と 物 価 上 昇 に よ る
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家 計 負 担 を 支 援 す る た め 、 商 店 街 、 道 の 駅 、 幽 泉 閣 等 で 使 用 で き る プ レ ミ

ア ム 率 ５ ０ %、１ ，０ ０ ０ 円 で １ ，５ ０ ０ 円 分 の 買 い 物 が で き る 商 品 券 の 発

行 を 行 う も の で す 。 ３ 職 員 手 当 等 １ ８ 万 ６ ， ０ ０ ０ 円 。 時 間 外 勤 務 手 当 ６

万 円 と 、 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 １ ２ 万 ６ ， ０ ０ ０ 円 で す 。 次 の ペ ー ジ に ま

い り ま す 。 １ ０ 需 用 費 ２ 万 円 。 消 耗 品 費 で 、 宛 名 シ ー ル ほ か 消 耗 品 で す 。

１ １ 役 務 費 ４ ８ 万 １ ， ０ ０ ０ 円 。 通 信 運 搬 費 で 、 プ レ ミ ア ム 商 品 券 の 購 入

台 紙 を 各 世 帯 へ 配 布 す る た め の 郵 送 料 で す 。１ ８ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 １ ，

８ ４ ０ 万 円 。 プ レ ミ ア ム 商 品 券 事 業 補 助 金 で 、 商 品 券 購 入 限 度 額 を １ 人 当

た り １ 万 円 と し 、３ ，５ ０ ０ 人 分 の プ レ ミ ア ム 率 ５ ０ %の 上 乗 せ 費 用 １ ，７

５ ０ 万 円 と 、 商 品 券 製 作 費 ９ ０ 万 円 の 合 わ せ て １ ， ８ ４ ０ 万 円 を 、 実 施 主

体 と な り ま す 蘭 越 町 商 工 会 へ 補 助 す る も の で す 。  

ま た 、 今 回 の プ レ ミ ア ム 商 品 券 に つ き ま し て は 、 こ れ ま で は １ 世 帯 に つ

き ２ 万 円 を 購 入 限 度 額 と し て 、 世 帯 単 位 で 発 行 し て お り ま し た が 、 今 回 は

子 ど も ・ 子 育 て 世 帯 等 に 配 慮 さ せ て い た だ き 、 １ 人 に つ き １ 万 円 を 購 入 限

度 額 と し て 発 行 さ せ て い た だ く も の で 、 例 え ば 、 夫 婦 と 子 ど も ３ 人 の ５ 人

家 族 で あ れ ば 、 最 大 ５ 万 円 の 現 金 を も っ て ７ 万 ５ ， ０ ０ ０ 円 分 の 商 品 券 が

発 行 さ れ る こ と と な り ま す 。  

５ 目 交 流 促 進 セ ン タ ー 雪 秩 父 費 、 補 正 額 １ ０ ８ 万 ３ ， ０ ０ ０ 円 。 １ ０ 需

用 費 １ ０ ８ 万 ３ ， ０ ０ ０ 円 。 修 繕 料 で 、 雪 秩 父 の キ ュ ー ビ ク ル が 劣 化 等 に

よ り 不 具 合 が 生 じ 、 安 定 し た 電 気 を 供 給 す る た め 、 高 圧 受 電 盤 及 び 動 力 盤

の 交 換 修 理 を お 願 い す る も の で す 。  

１ ０ 款 教 育 費  ２ 項 小 学 校 費  １ 目 学 校 管 理 費 、 補 正 額 ８ ４ 万 ７ ， ０ ０

０ 円 。 １ ０ 需 用 費 ８ ４ 万 ７ ， ０ ０ ０ 円 。 修 繕 料 で 、 昆 布 小 学 校 ボ イ ラ ー 室

の 鉄 製 ド ア が 、 経 年 劣 化 に よ り 、 梁 や ヒ ン ジ が 腐 食 し 、 外 れ る 危 険 性 も あ

る た め 、 ド ア 本 体 の 交 換 修 理 を お 願 い す る も の で す 。  

つ づ き ま し て 、 歳 入 に 戻 り ま す 。 ５ ペ ー ジ を 御 覧 願 い ま す 。  

１ ５ 款 使 用 料 及 び 賃 借 料 、 １ ６ 款 国 庫 支 出 金 、 ２ ０ 款 繰 入 金 は 、 説 明 を

省 略 い た し ま す 。  

２ １ 款 繰 越 金  １ 項 繰 越 金  １ 目 繰 越 金 、 補 正 額 ５ ， １ ３ ０ 万 円 。 １ 繰

越 金 ５ ， １ ３ ０ 万 円 。 前 年 度 繰 越 金 で す 。  

２ ２ 款 諸 収 入 は 、 説 明 を 省 略 し ま す 。  

以 上 で 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ し く 御 審 議 い た だ き ま す よ う お 願 い 申 し

上 げ ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  
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こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

７ 番 難 波 議 員 。  

 

○ ７ 番 （ 難 波 修 二 ）  ７ 番 で す 。  

コ ロ ナ ワ ク チ ン の 料 金 は 一 体 ど う な る か と い う と こ ろ が 、 一 番 関 心 の あ

る と こ ろ だ と 思 う ん で す け ど も 、 参 考 資 料 で は 、 今 、 説 明 あ り ま し た よ う

に 、６ ５ 歳 以 上 の 方 は １ ，５ ０ ０ 円 、１ ９ 歳 か ら ６ ５ 歳 未 満 の 方 は １ 万 ３ ，

２ ５ ０ 円 で す よ と い う 、 そ う い う 説 明 が あ り ま し た 。 額 面 ど お り 受 け 取 る

と 、 こ の 年 齢 で 、 こ の 額 で や ら ざ る を 得 な い と い う こ と な ん で し ょ う か 。  

６ ４ 歳 の 方 は １ 万 ３ ， ２ ５ ０ 円 、 ６ ５ 歳 の 方 は １ ， ５ ０ ０ 円 と 、 こ う い

う 認 識 で い い の か ど う か 、 改 め て ち ょ っ と お 聞 き し た い と 思 い ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  谷 口 健 康 推 進 課 長 。  

 

○ 健 康 推 進 課 長 （ 谷 口 敦 哉 ）  た だ い ま の 議 員 の 御 質 問 に お 答 え を い た し

ま す 。  

議 員 お っ し ゃ る と お り で す ね 、 ６ ５ 歳 以 上 に つ い て は 、 非 課 税 の 方 に つ

い て は ゼ ロ 、課 税 の 方 は １ ，５ ０ ０ 円 。６ ５ 歳 未 満 の 方 に つ い て は で す ね 、

議 員 お っ し ゃ る と お り 、 こ の 表 の と お り で す ね 、 １ 万 ３ ， ２ ５ ０ 円 が 蘭 越

診 療 所 で 打 っ た 場 合 、 温 泉 病 院 で 打 っ た 場 合 、 １ 万 ３ ， ６ ０ ０ 円 。 全 額 自

己 負 担 と い う こ と で 、 そ う い う 御 理 解 で よ ろ し い か と 思 い ま す 。  

以 上 で す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  ７ 番 難 波 議 員 。  

 

○ ７ 番 （ 難 波 修 二 ）  そ う い う 理 解 で 皆 さ ん 納 得 で き る か ど う か と い う と

こ ろ が 、 一 番 問 題 だ と 思 う ん で す よ ね 。 国 か ら ８ ， ５ ０ ０ 円 、 ８ ， ３ ０ ０

円 、 １ 人 当 た り 、 こ れ ６ ５ 歳 以 上 の 方 に つ い て は と い う こ と だ と 思 う ん で

す け れ ど も 、 そ れ を 受 け て 、 町 と し て 、 そ う い う ６ ４ 歳 の 方 と ６ ５ 歳 の 方

と そ ん な に 差 が あ る と い う こ と に つ い て 、 そ れ で し か る べ き だ と 、 町 と し

て は そ れ で 当 然 だ と い う 考 え 方 で 進 め よ う と さ れ て お ら れ る の か 。 そ れ に

対 し て 、 一 般 の 方 々 の 認 識 っ て い う の が ど う な っ て る の か っ て い う あ た り

の で す ね 、 や っ ぱ り そ う い う 町 民 の 皆 さ ん の 認 識 の 把 握 っ て い う の を ど こ

ま で や ら れ て る か と 、 そ れ で い っ ち ゃ う ん だ よ と い う 、 １ ９ 歳 か ら ６ ４ 歳

の 一 般 の 方 は １ 万 ３ ， ２ ５ ０ 円 か か り ま す よ と 、 ６ ５ 歳 以 上 に 関 し て は 、
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１ ，５ ０ ０ 円 で い い で す よ と い う 、そ う い う 認 識 で い い ん だ と い う ふ う に 、

町 と し て は 考 え て お ら れ る の か ど う か と い う と こ ろ が 、 一 番 、 蓋 を 開 け た

ら で す ね 、 な ん だ そ ん な の か っ て い う こ と に 対 す る 不 平 や 不 満 や 苦 情 と い

う の が 、 何 か あ り そ う な 気 が す る ん で す け れ ど も 、 も し く は 、 来 な い で 、

そ ん な ん じ ゃ 受 け な い わ と 、 ６ ５ 歳 一 般 の 方 は も の す ご い 受 診 率 が 下 が る

と い う 、 そ う い う こ と に な り そ う な 気 が す る ん で す け ど も 、 そ の あ た り に

つ い て 、 ど う い う ふ う に 考 え て お ら れ る か 、 も う ち ょ っ と 説 明 を お 願 い し

た い と 思 い ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  谷 口 健 康 推 進 課 長 。  

 

〇 健 康 推 進 課 長 （ 谷 口 敦 哉 ）  た だ い ま の 難 波 議 員 の 再 質 問 に お 答 え を い

た し ま す 。  

議 員 、御 指 摘 の と お り で す ね 、そ の へ ん に つ い て は 、我 々 担 当 と し て も 、

も の す ご く 議 論 を さ せ て い た だ い た ん で す け れ ど も 、 こ う し た 結 論 に 至 っ

た 背 景 に は で す ね 、 令 和 ５ 年 度 、 昨 年 度 の 接 種 率 を ま ず 参 考 に さ せ て い た

だ い た と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

１ ９ 歳 か ら で す ね 、 ６ ４ 歳 ま で の 昨 年 度 の 接 種 率 が で す ね 、 対 象 者 に 対

す る 率 ７ %で ご ざ い ま し た 。対 象 者 は １ ，９ ０ ０ 人 ほ ど い た ん で す け れ ど も 、

わ ず か ７ %と い う こ と が 、 ま ず 、 あ り ま し た の で 、 そ の 点 が 一 つ 。  

そ れ と 、 こ の 度 、 こ の コ ロ ナ ワ ク チ ン 接 種 が 定 期 の Ｂ 類 、 ５ 類 に 移 行 さ

れ た と い う 背 景 に つ い て 御 説 明 し ま す と 、 高 齢 者 、 あ る い は 重 症 化 リ ス ク

の 高 い 方 と い う の は 、 ど う し て も 重 症 化 し て し ま う リ ス ク が 一 般 の 方 と 比

べ る と 非 常 に 高 い と い う こ と で ご ざ い ま し て 、 国 の ほ う に つ き ま し て も で

す ね 、 そ う し た ６ ５ 歳 以 上 の 方 に 対 す る 支 援 を 手 厚 く す る と い う 考 え が 基

本 的 に あ り ま す の で 、そ の 点 も 踏 ま え な が ら で す ね 、国 の 考 え も 踏 ま え て 、

こ の よ う な か た ち で 、 去 年 の 接 種 率 プ ラ ス 国 の 考 え 方 に 乗 っ た か た ち で で

す ね 、 本 町 と し て も 決 断 を さ せ て い た だ い た と 、 御 提 案 を さ せ て い た だ い

た と い う こ と で ご ざ い ま す 。  

ち な み に で す ね 、 各 山 ろ く 町 村 の で す ね 、 状 況 に つ い て も 調 べ て お り ま

す の で 、 参 考 ま で に 申 し 上 げ ま す と 、 一 般 の １ ９ 歳 か ら ６ ４ 歳 ま で に 接 種

料 金 に 対 し て 補 助 を す る と い っ た と こ ろ は で す ね 、 １ 町 村 が 補 助 す る と い

う こ と で 、聞 い て お り ま す け れ ど も 、ほ か の 町 村 に つ い て は 、６ ４ 歳 以 下 、

１ ９ 歳 以 上 ６ ４ 歳 に つ い て は 補 助 を し な い と い う 状 況 に な っ て お り ま す 。  

山 ろ く 町 村 の で す ね 、 状 況 も 踏 ま え た 上 で で す ね 、 こ う し た か た ち で 御
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提 案 を さ せ て い た だ い た と い う こ と で ご ざ い ま す 。  

以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  ７ 番 難 波 議 員 。  

 

〇 ７ 番 （ 難 波 修 二 ）  説 明 で 大 体 理 解 で き ま し た 。 そ の 接 種 率 が そ ん な に

低 い の か と 、 ７ %っ て い う の は 、 今 、 初 め て 知 り ま し た 。  

も う 一 つ 、 最 後 に 、 ６ ０ 歳 か ら ６ ４ 歳 の リ ス ク の 高 い 方 々 に つ い て は 、

ど う い う 、 １ 万 ３ ， ２ ５ ０ 円 で い く ん で し ょ う か 。 あ る い は １ ， ５ ０ ０ 円

な ん で し ょ う か 。  

も う 一 点 、 お 尋 ね し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  谷 口 健 康 推 進 課 長 。  

 

〇 健 康 推 進 課 長 （ 谷 口 敦 哉 ）  は い 。 た だ い ま の 再 質 問 に お 答 え を い た し

ま す 。  

６ ０ 歳 か ら ６ ４ 歳 の 重 症 化 リ ス ク の 高 い 方 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 こ

の リ ス ク の 高 い 方 に つ い て は 、 こ れ は 補 助 対 象 と し て で す ね 、 課 税 で あ れ

ば １ ， ５ ０ ０ 円 、 非 課 税 で あ れ ば ゼ ロ と い う こ と で 、 こ れ も 国 の 考 え 方 に

沿 っ た か た ち で 実 施 を し た い と 思 っ て お り ま す 。 こ の へ ん に つ き ま し て も

で す ね 、 ８ 月 １ ５ 日 発 行 の 行 政 協 力 員 文 書 で で す ね 、 全 戸 配 布 で 住 民 周 知

を 図 っ て ま い り た い と 思 っ て お り ま す 。  

以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  よ ろ し い で す か 。  

ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

１ 番 佐 々 木 議 員 。  

 

○ １ 番 （ 佐 々 木 雄 三 ）  １ 番 佐 々 木 で す 。  

 今 、 難 波 議 員 が 質 疑 さ れ た 同 じ く 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ ン 接 種 に つ

い て な ん で す が 、 こ ち ら 、 説 明 資 料 の ほ う で 申 し 込 み 方 法 が で す ね 、 先 行

と し て Ｑ Ｒ コ ー ド に よ る 申 し 込 み と い う よ う な 説 明 が あ っ た と 思 い ま す 。

こ ち ら に 関 し て 、 お そ ら く Ｑ Ｒ コ ー ド を 読 み 取 っ て 、 ス マ ー ト フ ォ ン で あ

っ た り 、 パ ソ コ ン で 専 用 サ イ ト に 飛 ん で 本 人 情 報 を 入 力 し て と い う よ う な

流 れ だ と 思 う ん で す 。 こ れ 、 本 人 の 認 証 方 法 を ど う い っ た も の で や る 予 定
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な の か 。 例 え ば 、 生 年 月 日 で あ っ た り と か 、 マ イ ナ ン バ ー カ ー ド の 番 号 を

入 力 す る よ う な か た ち で い く の か 。  

ま た 、 １ ９ 歳 以 下 、 あ と 、 幼 児 で す ね 、 幼 児 の 未 成 年 の 方 の 申 し 込 み 、

こ ち ら に 関 し て は 、 保 護 者 の 方 が お そ ら く 申 し 込 み を す る か た ち に な る と

思 う ん で す が 、 そ う い っ た 部 分 、 代 理 の 申 し 込 み は 可 能 な の か 。  

ま た で す ね 、 高 齢 者 の 方 は 、 こ れ 、 ６ ５ 歳 以 上 の 方 は 先 行 し て と あ る ん

で す が 、 正 直 、 Ｑ Ｒ コ ー ド 、 不 得 手 の 方 が 多 い の で は な い か と 思 う の で 、

例 え ば 、 そ れ の 息 子 さ ん で あ っ た り と か 、 そ う い っ た 方 が 代 理 の 申 し 込 み

は 可 能 な の か 。  

そ う い っ た 点 に つ い て 、 も う 少 し 詳 し く 聞 か せ て い た だ き た い と 思 い ま

す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  谷 口 健 康 推 進 課 長  

 

〇 健 康 推 進 課 長 （ 谷 口 敦 哉 ）  は い 。 た だ い ま の 佐 々 木 議 員 の 御 質 問 に お

答 え を い た し ま す 。  

ま ず １ 点 目 の で す ね 、 Ｑ Ｒ コ ー ド 先 行 で い く と い う 予 定 で ご ざ い ま す 。

こ れ は 、 こ ち ら の Ｑ Ｒ コ ー ド を 選 択 し て 申 し 込 み 作 業 が で き な い 方 が 多 数

お ら れ る と 思 い ま す の で 、そ の 後 、電 話 申 し 込 み を 受 け る ん で す け れ ど も 、

電 話 申 し 込 み が か な り な 数 、 殺 到 す る な と い う ふ う に 予 想 さ れ る の で 、 ま

ず Ｑ Ｒ コ ー ド で 先 行 し て 、 で き る だ け 、 こ の 電 話 予 約 に す る 殺 到 を 抑 え た

い と い う 、 そ う い う 部 分 も あ り ま す の で 、 ま ず 、 そ れ を 御 理 解 い た だ い た

上 で で す ね 、 本 人 認 証 な ん で す け れ ど も 、 あ く ま で も で す ね 、 本 人 の 名 前

と 生 年 月 日 で 確 認 を さ せ て い た だ き た い 、 申 し 込 み を 受 け た い と 思 っ て お

り ま す 。  

２ 点 目 の １ ９ 歳 以 下 、 子 ど も の で す ね 、 確 認 と い う か 、 入 力 、 代 理 、 こ

れ は 保 護 者 の 方 が 行 っ て い た だ い て も Ｏ Ｋ と い う か た ち で 考 え て 、 進 め て

お り ま す 。  

そ れ と 、 ３ 点 目 で す け れ ど も 、 高 齢 者 に つ い て も で す ね 、 多 く の 方 が 自

分 で 入 力 作 業 を 進 め れ な い 方 が 多 数 お ら れ る と い う こ と は 想 定 し て お り ま

す の で 、 御 家 族 の 方 、 息 子 さ ん 等 が で す ね 、 代 理 で 入 力 を す る こ と も 認 め

た 上 で 、 申 し 込 み を 受 け た い と 思 っ て お り ま す 。  

そ の へ ん に つ い て も で す ね 、 行 政 協 力 員 等 で で す ね 、 周 知 を 図 っ て 進 め

た い 、 こ の よ う に 思 っ て お り ま す 。  

以 上 で ご ざ い ま す 。  
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○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  よ ろ し い で す か 。  

ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 ２ 号 令 和 ６ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 補 正 予 算 を 採 決 い た し

ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ２ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

 暫 時 休 憩 い た し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  再 開 し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  以上をもって、本臨時会に付議された案件の審議は、全

部終了いたしました。 

これにて、令和６年第３回蘭越町議会臨時会を閉会いたします。 

 

午前１０時５７分 閉会 


